　いずれの民族も、伝承なり伝説なりをもっている。自分たちのルーツをはっきりさせたいという欲求は、人間にとってはごく自然の願望なのだろう。科学的に解明するのはほとんど不可能と言ってもよい難事だが、人々はそのようなことは求めていない。彼らを納得させる程度の論理性と、彼らの精神を高揚させるに足るロマンがあればよい。ローマ人にとってのそれは、トロイの落城にまつわるエピソードであった、
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